
　「町会防災会」のもと規約、防災計画を
策定し地震、火災、水害による被害の防止
と軽減を目的として活動している。全町民
が参加する訓練は、サイレンの試報→４箇
所の一次避難場所に避難→組長は組住民の
点呼確認→組内全戸の避難確認→安否確認
シートに記入→常会長・町会長に報告、の
流れになる。その後、各役員・委員は、７
班に分かれて組織的な活動を行う。
　防災訓練は、「訓練したから、訓練通り
に出来るとは限らない。しかし、訓練以上
のことは出来ない。」の格言は適言である。

町神町会の自主防災活動 （井上逸） 命への思いやり （倉科）

　災害は、地震や洪水、火災等があり、寝
静まった真夜中や通勤中等、時を選ばず突
然やって来る。大地震発生時の家屋崩壊、
電気・水道・交通網の寸断も困るが、鎖川
の氾濫により堤防が決壊し逃げ場がなく身
を守ることが出来ないことは更に困る。先
ずは自分の命を守ることも大事だが、誰か
の手を借りなければ命を守れない方も周り
にいることを忘れてはならない。いずれに
しても、手遅れによって救える命を救うこ
とが出来なかったと後悔の念を残すことは
避けたい。

　万一自然の災害か或は人間故障、例えば同盟罷業や何か
の為に電気の供給が中絶する様な場合が起きたらどうなる
か。一晩位なら間に合わせるにしても、もし数日続いたら
誰も耐えきれないと思う。地震・暴風の為にライフライン
が止まって困って慌てる事はあってもしばらくすれば忘れ
てしまう。断水や停電の可能性が何時でも目前にある事は
考えない。災害がもたらす多くの教訓と反省を有効に活か
す事が求められている。備えあれば憂いなし。

防災についての心構え （原） 自助・共助・公助 （柳沢）
　災害発生時には、役場、自衛隊、消防署、警察署な
どによる救助活動、避難所開設、救援物資の支給、仮
設住宅の建設などがある。しかし、大きな災害の現場
では、公助のできることは限られる。自助が防災の基
本と言われるのは、まずは自分を守ることにより、家
族や友人・隣人を助けにいくことができる、「共助」の
ベースになるからだ。個人情報の問題もあるが、日頃
から近所付き合いが「共助」にもつながるのではないか。

　一口に防災と言っても範囲が広す
ぎる。地震、豪雪、洪水、台風や噴
火による被害等々。各町会には常会
単位で避難場所が決められているが
災害によっては避難できないものも
ある。今まで防災について深く考え
た事もないし避難用具も用意してな
い。もっと身近に考えなければなら
ないのだろう。各災害へのマニュア
ルがあればいいが、まずは自分の身
は最低限自分で守るという事が一番
ではないだろうか。

自分の身は自分で守る （荒江）
　防災と言えば例年日曜日の午前に
行う防災訓練だが、災害はいつ起き
るかわからない。家族をおいて外出
しているかもしれない。点呼する役
員が不在のとき誰が安否確認するの
だろうか？やはり隣近所との付合い
は大切だ。その家に誰が住んでいる
かだけでも知っていてもらえれば、
自宅が倒壊して下敷きになったとし
ても気づいてもらえるきっかけにな
る。地域防災は隣近所との親睦にあ
るのではないだろうか。

隣は何をする人ぞ （唐木）
　問題があるとしたら役員改選だ
と思う。役員が代わる度に再出発
となるからだ。しかし、前期町会
役員が今期は防災役員を務め、新
たに選出された町会役員と協働す
るのはどうだろうか？そのように
防災についてのノウハウを共有す
るチェーンがあれば、地区・町会
として発展するの
ではないか？

地区防災の発展に関して（井上治）

　３・11東日本大震災、６・30松本地震から５年が
経つ。薄れて

いく震災の体験や記憶だが、『神林みんなの幸せ計画
』見直しのア

ンケートでは、取り組むべき課題として「防災」とい
う回答が一番

に挙げられた。漠然と感じている不安が表れているよ
うである。

　そこで本号では編集委員が「防災」をテーマにそれ
ぞれの意見を

持ち寄ることで、防災に関する不安や課題の例とす
ることにした。

一人一人が地域の防災を考えるきっかけになればと願
っている。

防災版鎖川
平成 2 8年 3月1日現在

1,825世帯
4,815人
2,336人
2,479人

総世帯数
総 人 口

男
女

　

今
か
ら
35
年
程
前

だ
っ
た
と
思
う
が
、
取

引
先
の
ゼ
ネ
コ
ン
か

ら
、
ど
ん
な
内
容
で
も

良
い
か
ら
社
内
報
に
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◆
公
民
館
活
動
で
の
思
い
出

　

館
報
編
集
委
員
で
は
、
ワ
ー
プ

ロ
も
な
い
頃
な
の
で
、
原
稿
用
紙

に
文
章
や
写
真
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、

字
数
を
決
め
、
そ
れ
に
収
ま
る
よ

う
に
記
事
を
書
い
て
編
集
す
る
こ

と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
特
に
「
鎖

川
」
は
自
分
の
思
い
も
入
れ
な
が

ら
し
っ
か
り
と
書
き
ま
し
た
。

◆
公
民
館
活
動
の
意
義

　

積
極
的
に
や
り
た
い
と
い
う
人

も
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
神
林

や
地
域
を
知
る
よ
い
き
っ
か
け
に

な
る
と
思

い
ま
す
。
地

域
と
の
関
わ

り
方
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
中

で
、
公
民
館

活
動
に
も
ぜ

ひ
興
味
を

持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

２
月
７
日（
日
）、
保
育
園
の
元

園
長
た
ち
が
中
心
メ
ン
バ
ー
の

「
や
ま
ん
ば
」
に
よ
る
人
形
劇
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
30
人
の
児
童

が
参
加
し
大
変
好
評
で
し
た
。

　

神
林
公
民
館
で
、
今
年
の
そ
ば

打
ち
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎

月
第
３
金
曜
日（
変
更
有
り
）に
開

催
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
打
っ
た

蕎
麦
は
持
ち
帰
っ
て
、
家
族
で
食

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
興
味
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

２
月
14
日（
日
）に
松
本
市
中
央

公
民
館
で
公
民
館
研
究
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
市

内
各
地
区
の
公
民
館
活
動
の
取
り

組
み
や
成
果
、
課
題
な
ど
を
報
告

し
合
い
、
気
づ
き
や
新
た
な
取
り

組
み
に
向
け
て
の
学
び
の
場
と
す

る
も
の
で
す
。

　

神
林
地
区
か
ら
も
第
３
分
科
会

「
社
会
的
弱
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

に
井
上
治
夫
さ
ん（
寺
家
）、
第
９

分
科
会
「
公
民
館
の
あ
り
方
」
に

藤
澤
良
彦
さ
ん（
寺
家
）が
話
題
提

供
者
と
し
て
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
公
民

館
活
動
の
推
進
に
功
労
の
あ
っ
た

方
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
神
林
か

ら
は
上
原
良
友
さ
ん（
南
荒
井
）、

白
木
一
則
さ
ん（
町
神
）、
塩
原
利

文
さ
ん（
川
西
）の
３
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
表
彰
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
上
原
良
友
さ
ん
に
こ
れ
ま
で

の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
し
た
。
上
原
さ
ん
は
運
営
委

員
を
２
年
、
館
報
編
集
委
員
を
７

年
さ
れ
ま
し
た
。

◆
携
わ
っ
た
き
っ
か
け

　

結
婚
で
青
年
団
を
や
め
た
後
、

体
育
委
員
な
ど
の
役
員
が
ま
わ
っ

て
き
て
、
自
然
と
公
民
館
活
動
に

携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
日
）神
林
体
育
館
に

お
い
て
、
７
町
会
対
抗
の
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

練
習
成
果
を
試
す
べ
く
、
町
会
の

名
誉
を
か
け
て
２
種
目
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。
今
回
活
躍
さ
れ
た
選
手
を
中

心
に
、
10
月
の
松
本
市
民
体
育
大

会
に
向
け
て
選
手
が
選
抜
さ
れ
ま

す
。
昨
年
は
残
念
な
が
ら
雨
天
で

総
合
順
位
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
年
は
３
位
以
上
を
め
ざ
し
、

神
林
全
体
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
優　
勝　
　
　
下
神
町
会

　
　
準
優
勝　
　
　
川
東
町
会

　
　
第
３
位　
　
　
寺
家
町
会

敗
者
復
活
戦
優
勝　
町
神
町
会

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
優　
勝　
　
　
寺
家
町
会

　
　
準
優
勝　
　
　
町
神
町
会

　
　
第
３
位　
　
　
川
東
町
会

劇団やまんば夕食は手打ちそば

表彰式

表彰式

選手宣誓

ソフトバレーボール ラージボール卓球

第３分科会の様子

人
形
劇

そ
ば
打
ち
講
座

子
ど
も
会
育
成
会

主
催
の

公
民
館
研
究
集
会

神
林
地
区
球
技
大
会
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